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「男女共同参画・女性の活躍促進等に関する県民意識調査」 

の結果について（速報値） 

 

１ 調査の目的 

男女共同参画に関する県民の意識を把握するとともに前回調査（令和元年度）からの 

変化を探り、併せて、女性の活躍促進のための現状と課題を探り、調査の分析結果を「ふ 

くしま男女共同参画プラン」の改定及び今後の施策展開の基礎資料とする。 

 

 ２ 調査実施概要 

  （１）調査地域     福島県全域 

  （２）調査対象     18歳以上の男女個人 

  （３）標本数      2,000（人） 

  （４）調査方法     郵送法（配布・回収とも郵送）による自記式のアンケート 

調査 

  （５）回収結果     有効回収数  906（45.3％） 

   ※現在集計作業中であり、今後若干の誤差が発生する可能性あり。 

 

 ３ 調査結果（抜粋） 

① 【男女共同参画に関する意識】 

○「男性が優遇されている」又は「どちらかといえば男性が優遇されている」と回答

した割合 

・『政治の場において』     73.2％（前回：78.2％） 

・『習慣・しきたりの面から』 65.4％（前回：64.8％） 

・『職場において』           49.1％（前回：55.5％） 

○「平等である」と回答した割合 

・『学校教育の場において』   55.1％（前回：62.7％） 

 

② 【仕事・家庭・地域生活に関する意識】 

○家事の負担割合（あなたがしている割合） 

・女性 全部、大部分           69.4％（前回：66.1％） 

・男性 全部、大部分、半分くらい     37.1％（前回：27.7％） 

一部している、まったくしていない 58.8％（前回：70.6％） 

○育児の負担割合（あなたがしている割合） 

・女性 全部、大部分           41.3％（前回：54.3％） 

・男性 全部、大部分、半分くらい     15.5％（前回：18.7％） 

一部している、まったくしていない 60.0％（前回：59.0％） 
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○介護の負担割合（あなたがしている割合） 

・女性 全部、大部分           15.7％（前回：11.3％） 

・男性 全部、大部分、半分くらい     14.7％（前回：12.6％） 

一部している、まったくしていない 58.5％（前回：70.5％） 

○『夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである』について「そう思わない」又は「ど

ちらかといえばそう思わない」と回答した割合 

73.8％（前回：73.7％） 

 

③ 【女性の活躍に関する意識】 

○「活躍している」又は「どちらかといえば活躍している」と回答した割合 

 61.2％（前回：67.9％） 

○リーダー・管理職への意欲 

・リーダー・管理職に「なりたい」又は「できることならなりたい」と回答した割合    

34.0％（前回：31.6％） 

・リーダー・管理職に「できることならなりたくない」又は「なりたくない」と回答 

した割合 

61.1％（前回：67.0％） 

 

④ 【男女の人権】 

○あなたは、性的マイノリティ（または LGBT など）という言葉を知っていますか。

について回答した割合 

・「はい」  72.8％（前回：72.4％） 

・「いいえ」  23.0％（前回：26.4％） 

○現在、性的マイノリティ（または LGBT など）の方々にとって、偏見や差別などに

より、生活しづらい社会だと思いますか。について回答した割合 

・「そう思う」、「どちらかといえばそう思う」 60.2％（前回：73.0％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


